
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘す
るものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想で
あり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者お
よび許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2015年3月31日 

（No.2,111）〈マーケットレポートNo.4,108〉 

2015年03月31日 「資金循環統計」、海外投資が拡大（日本） 
2015年03月30日 大詰めを迎える「TPP」交渉(グローバル) 

■2月の鉱工業生産指数は前月比▲3.4％と3カ月ぶり
にマイナスとなりました。はん用・生産用・業務用機
械や電子部品・デバイス工業など15業種中12業種が
マイナスとなりました。1月の高い伸びに対する反動
減の側面もあり、製造工業生産予測調査では3月が
同▲2.0％、4月が同＋3.6％と持ち直す見通しとなっ
ています。3カ月移動平均で見ると持ち直し基調は変
わらないと判断されます。 

■2月の輸出総額は、前月比▲7.0％と9カ月ぶりのマイ
ナスとなりました。前年同月比では、米国向けは6カ
月連続、欧州向けは3カ月連続の増加と好調でした
が、中国向けが同▲17.3％と大幅に減少しました。中
国の減少は主に春節の影響で一時的と見られます。 

生産の持ち直し基調は変わらず 
最近の指標から見る日本経済（2015年3月） 

■2月の小売業販売額は前年同月比▲1.8％となりまし
た。衣料や食料などは堅調でしたが、原油安による
ガソリン価格の低下や自動車販売の不振などが影響
しました。消費動向にはこのところ弱さが見られます。 

■1月の実質賃金は前年同月比▲1.5％と19カ月連続
のマイナスとなりました。ただし、マイナス幅は2014年
5月の同▲3.8％を底に縮小傾向となっています。 

■2014年度、2015年度の企業収益は、連続で過去
最高を更新する見通しです。円高是正もあり輸
出が好調なことに加え、原油安によるエネル
ギーコストの低下なども寄与する見通しです。 

■企業収益拡大などを背景に、今年は昨年を上回 

2月の生産は反動減の側面も 
欧米向け輸出は好調を維持 

自動車販売などは不振 

実質賃金のマイナス幅は縮小傾向 

賃上げによる消費マインドの好転に期待 

   る賃上げが期待されます。4月以降は消費税増
税の影響が一巡することなどから、実質賃金の
増加にも期待が持てます。今後は実質賃金増加
による消費マインドの好転が期待され、緩やかな
消費回復がけん引する景気拡大が見込まれます。 

（注）データは2014年2月～2015年2月。2015年3月、4月は製造工業生産 
       予測調査のデータ。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注）データは2014年2月～2015年2月。実質賃金総額は2015年1月まで。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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【鉱工業生産指数と輸出総額】

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1243803_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1243746_1982.html

